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高病原性鳥インフルエンザの出現様式

鶏・七面鳥

H5, H7亜型
低病原性ウイルス

野生水禽類
（海鳥）

陸生家禽類
アヒル・ウズラ…

高病原性化



鶏・七面鳥

H5, H7亜型
低病原性ウイルス

陸生家禽類
アヒル・ウズラ…

高病原性化

HAタンパク質の開裂部位
→RETR
（呼吸器、消化管に限局した
酵素でのみ開裂活性化）

HAタンパク質の開裂部位
→RKKR等（塩基性アミノ酸が連続）
（全身の組織、筋肉に存在する
酵素で活性開裂化）

高病原性鳥インフルエンザの出現様式
野生水禽類
（海鳥）



H5, H7亜型
低病原性ウイルス

高病原性化

呼吸器、消化管に
限局した増殖

全身の組織、筋肉で増殖

高病原性鳥インフルエンザの出現様式
鶏・七面鳥陸生家禽類

アヒル・ウズラ…
野生水禽類
（海鳥）
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*:改正家伝法では、低病原性鳥インフルエンザ(LPAI)

2004年以降国内で発生したHPAI
発生が確認された都道府県 発生農場数 亜型

2004年1月～3月 山口、大分、京都　（3～4月京都・大阪　ハシブトガラス） 4 H5N1
2005年6月～12月* 茨城、埼玉 41 H5N2
2007年1月～2月 宮崎、岡山　（1月熊本　クマタカ） 4 H5N1
2008年4月～5月 秋田、青森、北海道　（野鳥でのみ検出） ー H5N1
2009年2月～3月* 愛知　（3例ウイルス分離、4例抗体陽性） 7 H7N6

2010年11月〜2011年3月 島根、宮崎、愛知、三重、大分、鹿児島、奈良、和歌山、千葉 24 H5N1
2014年4月 熊本 1 H5N8

2014年12月〜2015年1月 宮崎、岡山、山口、佐賀　（11月～1月鹿児島、千葉　野鳥） 5 H5N8

2016年11月～2017年3月 青森、新潟、北海道、宮崎、熊本、岐阜、佐賀、宮城、千葉
（11月~2月22都道府県） H5N6

2018年1月 香川 1 H5N6 
2020年11月～2021年3月　 18県 52 H5N8 

2021年11月～2022年5月　 12道県 2
23

H5N8
H5N1



低病原性鳥インフルエンザ
2005年6月～12月 茨城、埼玉 H5N2





鶏でのウイルス増殖性

気管

肺

膵臓

腎臓

直腸



感染鶏ウイルス排泄



鶏でのウイルス伝播性
直接接触

ウイルス接種から14日後


	【一括版】令和4年度越境性動物疾病防疫対策強化推進会議.pdf
	（差し替え）（資料２-１）高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザについて.pdf
	スライド番号 2
	高病原性鳥インフルエンザの出現様式
	高病原性鳥インフルエンザの出現様式
	高病原性鳥インフルエンザの出現様式
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	低病原性鳥インフルエンザ
2005年6月～12月　茨城、埼玉		H5N2
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12





